
Round.09　SUZUKA
第９戦　鈴鹿サーキット

公式予選

2022 年 10 月 29 日（土）
予選・決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　坪井 翔
予選：４番手　決勝：８位

#39　阪口 晴南
予選：13 番手　決勝：10 位

　2022 年の全日本スーパーフォーミュラ選手権もいよい
よ最終大会となる『第 21 回 JAF 鈴鹿グランプリ』を迎え
た。シリーズもいよいよ総決算。今季さまざまなドラマがあっ
た P.MU/CERUMO・INGING の坪井翔、阪口晴南のふた
りにとっても、一年を良い形で締めくくりたいレースだ。

　迎えた第９戦の予選／決勝日である 10 月 29 日（土）も、
鈴鹿サーキットは快晴のもと迎えた。やや風の冷たさはある
が、前日とは風向きが異なり追い風に。気温 17 度／路面温
度 24 度というコンディションのもと、午前９時 15 分か
ら公式予選 Q1 がスタートした。まずＡ組に出走したのは
阪口で、コースオープン後、アウトラップから一度ピットに
戻り、残り５分というタイミングでニュータイヤを装着し再
コースイン。計測１周目でウォームアップを行い前走車との
間隔を作ると、２周目でアタックに入っていった。
　コンディションの変化により全体的に前日よりもタイムが
上がるなか、阪口は 1 分 37 秒 551 というタイムをマーク。
目標の Q1 突破に届く５番手に飛び込むが、直後ライバル
もタイムアップ。結果 Q1 突破に 0.045 秒届かず、Ａ組の
７番手となった。しかし「わずかに足りませんでしたが、感
触は良くなっています」と阪口は予選を振り返った。
　続いて午前９時 30 分からスタートしたＢ組に臨んだのは

　そんな週末に向け、10 月 28 日（金）には専有走行が行
われた。晴天の下で行われた走行では、坪井が 27 周をこ
なし、終盤にはセットアップも好転。1 分 37 秒 829 とい
うベストタイムを記録し２番手に。阪口も 1 分 38 秒 485
を記録し、たしかな感触を得て専有走行を締めくくった。

QUALIFY
坪井。阪口同様にアウトラップ後ピットに戻り、残り５分で
再コースイン。アタックを仕掛けると 1 分 36 秒 842 ま
でタイムアップ。首位に躍り出た。その直後トップタイムこ
そ塗り替えられたものの、２番手で Q2 進出を果たした。
　午前９時 50 分からスタートした予選 Q2 に臨んだ坪井
は、コースオープン後残り５分までピットにステイ。他車と
ともにコースインしアタックを展開していくと、Q1 よりも
タイムを縮め 1 分 36 秒 356 を記録。ただ、ライバルた
ちのタイムアップもあり結果は４番手となった。「悪くあり
ませんでしたが、もう少し上には行きたかったです。とはい

10 月 29 日（土）　9:15 〜 9:57　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　1'36.356（Q2）／ #39　阪口晴南　1'37.551 (Q1）

え内容や流れは良かったと
思います」という坪井だが、
４番手は表彰台圏内、優勝
を十分射程に入れるグリッ
ド。決勝に向けて好位置に
つけることができた。



決勝レースRACE

　午前の公式予選の後も晴天に恵まれていた鈴鹿サーキット
だが、午後になるとやや風が強まりはじめた。そんななか、
午後１時 30 分から行われたウォームアップで坪井、阪口と
もに決勝に向けたフィーリングを確認。午後２時 30 分から
の決勝レースに臨んだ。
　４番手からスタートした坪井だが、発進は良かったものの
２番手スタートの #37 宮田莉朋の蹴り出しが遅く、前を塞
がれ１コーナーでは５番手に順位を落としてしまう。さらに
後方からは、１周目から #19 関口雄飛が猛攻を仕掛けてく
るも、坪井はクロスラインでポジションを守っていった。
　一方の阪口は、オープニングラップの混戦をくぐり抜
け、13 番手グリッドから９番手に浮上してみせた。P.MU 
CERUMO・INGING は２台がともにポイント圏内につけ上
位をうかがう戦いを展開していく。３周目、坪井は #19 関
口雄飛にかわされる一方、阪口は #64 山本尚貴と２周以上
に渡ってバトルを展開。序盤激しい攻防を繰り広げた。
　そんななか「抜けるほどのペースがなかった」という坪井
は、早めのピットストップを決断。10 周を終えピットに入
り、タイヤ交換を実施する。しかしここで思わぬトラブルが
起きてしまった。坪井とエンジニア間で決定したピットイン
がチームにしっかりと伝わっておらず、準備ができていなか
ったのだ。これで坪井はタイムロスを喫してしまった。
　一方阪口はステイアウトし中盤まで走行を続けていくが、
後方からはチャンピオンの可能性を残す #20 平川亮が接
近。ただ阪口はポジションを譲ることなく、他車のピットイ
ンにともない３番手までポジションを上げると、20 周を過
ぎてピットイン。ただこちらもパーフェクトなタイミングで

はなくわずかにタイムロスを喫した。とはい
え阪口は #6 大津弘樹と #55 三宅淳詞の争
う前で復帰し、コース上でしっかりと２台を
抑えることに成功。終盤までピット作業を遅
らせステイアウトしていた車両が２台いた
が、坪井が９番手、阪口が 11 番手で中盤以
降のレースを進めていくことになった。
　そのステイアウトしていた２台は #37 宮
田、#20 平川だったが、#37 宮田はピッ
トイン後坪井の２台前でコースに復帰。坪井
の前には #5 牧野任祐が走っていたが、ペー
スの面でも容易にオーバーテイクができるほ
どではなく、なかなか坪井は前に接近するこ
とができずにいた。

　一方、序盤に阪口の背後にいた #20 平川はピットイン後、
阪口の前の 10 番手でコースに復帰してくる。わずかに阪口
はこれをかわすことはできなかったが、#20 平川はすぐに
阪口の前を走っていた #64 山本尚貴をパス。逆に #64 山
本は少しずつ阪口の射程圏内に近づいていくことになった。
　ファイナルラップまで坪井は #5 牧野を追っていったもの
の届かず、逆に後方から #20 平川が近づいて来たが、これ
は退けることに成功。８位でチェッカーを受けることになっ
た。一方の阪口は、ファイナルラップのストレートで #64 
山本の背後につけると、これをオーバーテイク。10 位でフ
ィニッシュし、１ポイントをもぎ取ってみせた。
　結果的に２台がポイント獲得を果たすことができたが、坪
井にとっては少々悔しい、阪口にとっては光明が見えるレー
スとなった。10 月 30 日（日）にはまだ第 10 戦が残され
ている。今回得た反省と手ごたえを活かし、一年を良い形で
締めくくるべくチームは一丸となっていく。

10 月 29 日（土）　14:30 〜　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム：#38　坪井翔　1'41.051（16L）／ #39　阪口晴南　1'40.507 (21L）



ドライバー／監督コメント

38　坪井 翔　SHO TSUBOI

39　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「予選は悪い感触ではなかったので、もう少し前にはいきたかったです。ただ専有走
行から予選に向けたアジャストが今季課題だったなか、タイムを上げて予選を終える
ことができたので、結果は悔しいですが内容は良い予選だったと思います。決勝はス
タートで行き場をなくしてしまい、ここで前に出ることができればまた違った展開に
なっていたかもしれません。序盤のペースは悪いものではなかったけれど抜けるほど
ではなかったので、アンダーカットを狙いミニマムでのピットインを行いましたが、
ピットで準備ができていなくて。そのロスがなければもう少し前でレースができてい
たかもしれないです。決勝ペースが悪かったので、明日までに改善したいですね」

「第３戦の鈴鹿ではすごく苦しかったのですが、今回はかなりしっかり走れるように
なってきた印象です。予選では Q2 進出に届きませんでしたが、良かった面はあり
つつも、Q2 までに足りなかったということだと思います。レースは１周目にうまく
順位を上げることができました。序盤はペースは良かったものの、７周目あたりから
少しペースが苦しくなりました。本来はもう１周早くピットに入りたかったのですが、
ピットとの意思疎通がうまくいかなくて。ただその後ポイント圏内に追いつくことが
でき、得点できたのは前向きに捉えたいです。今季のドライのレースでいちばんペー
スは良かったので、明日は予選でもっと前からスタートできるようにしたいですね」

「２台ともポイントを獲ることができましたが、少し不満が残る日でした。坪井選手
については予選で４番手につけましたが、手ごたえはあったので決勝でさらに上にい
きたいところだったものの、うまく流れを掴むことができませんでした。戦略は良かっ
たのですがピットでロスがあったので、ここは反省材料です。阪口選手については今
季ずっとクルマで苦労してきたので、今回セットアップを見直したところ、やっと良
い方向にいきました。決勝では比較的良いペースで走ることができましたし、今季で
は最も手ごたえがあるレースにできたと思います。明日もう一度予選と決勝があるの
で、２台とも今日以上の結果で終えられるように頑張っていきたいです」



リザルトRESULT
第９戦鈴鹿　決勝結果

ドライバーランキング チームランキング

Pos.	 No.	 Driver	 	 Car	 	 	 	 Engine	 	 	 Laps	 Total	Time	 				Gap

1	 15	 笹原右京	 	 TEAM	MUGEN	BINGO	SF19		 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'00.126	
2	 1	 野尻智紀	 	 TEAM	MUGEN	MOTUL	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'12.715	 12.589
3	 53	 佐藤蓮	 	 Red	Bull	TEAM	GOH	G01	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'14.338	 14.212
4	 65	 大湯都史樹	 TCS	NAKAJIMA	RACING	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'19.764	 19.638
5	 37	 宮田莉朋	 	 Kuo	VANTELIN	TOM'S	SF19		 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'20.121	 19.995
6	 19	 関口雄飛	 	 carenex	TEAM	IMPUL	SF19	 	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'21.332	 21.206
7	 5	 牧野任祐	 	 DOCOMO	DANDELION	M5S	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'23.277	 23.151
8	 38	 坪井翔	 	 P.MU/CERUMO･INGING	SF19	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'26.067	 25.941
9	 20	 平川亮	 	 carenex	TEAM	IMPUL	SF19	 	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'26.549	 26.423
10	 39	 阪口晴南	 	 P.MU/CERUMO･INGING	SF19	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'27.757	 27.631
11	 64	 山本尚貴	 	 TCS	NAKAJIMA	RACING	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'29.661	 29.535
12	 55	 三宅淳詞	 	 TEAM	GOH	G01	SF19	 	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'33.570	 33.444
13	 6	 大津弘樹	 	 DOCOMO	DANDELION	M6Y	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'35.769	 35.643
14	 3	 山下健太	 	 REALIZE	Corporation	KONDO	SF19	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'42.369	 42.243
15	 12	 福住仁嶺	 	 ThreeBond	Drago	CORSE	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'44.611	 44.485
16	 4	 S. フェネストラズ	 REALIZE	Corporation	KONDO	SF19	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'44.977	 44.851
17	 50	 松下信治	 	 BYOUBUGAURA	B-MAX	SF19	 HONDA/M-TEC	HR-417E	 31	 53'46.815	 46.689
18	 7	 小林可夢偉	 Kids	com	KCMG	Cayman	SF19	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'48.826	 48.700
19	 14	 大嶋和也	 	 docomo	business	ROOKIE	SF19	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'55.263	 55.137
20	 18	 国本雄資	 	 Kids	com	KCMG	Elyse	SF19	 	 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'57.907	 57.781
21	 36	 G. アレジ		 Kuo	VANTELIN	TOM'S	SF19		 TOYOTA/TRD	01F		 31	 53'58.678	 58.552

以上完走	( 規定周回数　27Laps)

Rank. No. Driver    Total	

1	 1	 野尻智紀		 	 	 131
2	 4	 サッシャ ･フェネストラズ	 	 81
3	 20	 平川亮	 	 	 	 81
4	 5	 牧野任祐		 	 	 59
5	 15	 笹原右京		 	 	 57
6	 37	 宮田莉朋		 	 	 51
7	 19	 関口雄飛		 	 	 43
8	 65	 大湯都史樹	 	 	 39
9	 38	 坪井翔	 	 	 	 30
10	 64	 山本尚貴		 	 	 27

18	 39	 阪口晴南		 	 	 6	

Rank. No. Driver    Total	

1	 TEAM	MUGEN	 	 	 	 167
2	 carenex	TEAM	IMPUL	 	 	 120
3	 KONDO	RACING		 	 	 91
4	 DOCOMO	TEAM	DANDELION	RACING	 74
5	 TCS	NAKAJIMA	RACING	 	 	 58
6	 Kuo	VANTELIN	TEAM	TOM’S	 	 48
7	 TEAM	GOH	 	 	 	 41
8	 P.MU/CERUMO・INGING		 	 34
9	 B-Max	Racing	Team	 	 	 21
10	 KCMG	 	 	 	 	 18
11	 ThreeBond	Drago	CORSE		 	 3


